
　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英
邦

社
長
、大
阪
市
）
は
、11
月
16 

日
、

東
京
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
東
京
で
、
３
年
振
り
と

な
る
「
第
54
回
コ
ク
ヨ
ジ
ュ
ウ

リ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
表
彰
大
会
」
を

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
形
で
開
催
、

販
売
店
と
の
結
束
を
よ
り
強
固
な

も
の
と
し
、
事
業
成
長
に
向
け
て

販
売
店
と
共
に
力
強
く
進
ん
で
い

く
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
初
め
に
黒
田
社
長
か
ら
Ｋ
Ｊ
Ｍ

店
の
売
り
上
げ
状
況
報
告
が
あ

り
、
続
い
て
、
働
き
方
改
革
提
案

委
員
（
Ａ
Ｃ
Ｗ
）
の
Ｋ
Ｊ
Ｍ
店
と

の
取
り
組
み
状
況
と
最
優
秀
事
例

の
動
画
紹
介
、
コ
ク
ヨ
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
説
明
、
役
員
の
紹
介
が

あ
っ
た
ほ
か
、
黒
田
康
裕
特
別
顧

問
よ
り
コ
ク
ヨ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

社
長
、
会
長
、
支
社
長
、
全
国
の

６
販
社
社
長
の
紹
介
を
行
っ
た
。 

　
席
上
、
黒
田
社
長
は
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
「
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
お
客

様
の
働
き
方
を
よ
り
良
く
し
て
い

く
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
『
コ
ト
売

り
』
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
ビ

ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
流
通
事
業
に
つ

い
て
は
、
Ｅ
Ｃ 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
舵
を
切
り
、
お
客
様
の
新
た

な
ニ
ー
ズ
を
獲
得
し
て
い
く
。
お

客
様
の
課
題
解
決
を
す
る
販
売
店

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
今
後
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。 

　
第
５
期
目
の
Ａ
Ｃ
Ｗ
活
動
（
顧

客
に
対
す
る
働
き
方
改
革
提
案
に

よ
る
社
会
貢
献
）
で
は
、
最
優
秀

事
例
賞
の
イ
シ
マ
ル
（
長
崎
県
）

の
事
例
紹
介
動
画
に
よ
り
、
働
く

環
境
診
断
「
は
た
ナ
ビ
プ
ロ
」
を

活
用
し
、
顧
客
の
オ
フ
ィ
ス
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
働
き
方
改
革
の
実

現
に
結
び
付
け
た
経
緯
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
導
入
後
の
効
果
に
つ

い
て
「
お
客
様
と
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
の
構
築
を
実
践
し
て
い
く

中
で
、
提
案
型
営
業
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
モ
ノ

売
り
で
な
い
コ
ト
売
り
の
重
要
性

を
今
回
の
Ａ
Ｃ
Ｗ
活
動
で
実
感
し

た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。 

　
表
彰
大
会
で
は
、
エ
メ
ラ
ル
ド

（
文
具
）
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（
オ

フ
ィ
ス
家
具
）
各
コ
ー
ス
の
ラ

ン
ク
賞
、
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ン
プ
賞
、
取
扱
高
増
額
ベ
ス

ト
30
、
取
扱
高
ベ
ス
ト
30
を
発
表

し
、
取
扱
高
ベ
ス
ト
10
の
販
売
店

を
壇
上
で
紹
介
し
、
黒
田
社
長
と

黒
田
章
裕
会
長
が
受
賞
店
を
表
彰

し
た
。

　
懇
親
宴
で
は
、
10
月
に
ド
イ
ツ

で
開
催
さ
れ
た
オ
ル
ガ
テ
ッ
ク
大

会
に
参
加
し
た
黒
田
会
長
が
ド
イ

ツ
で
の
実
体
験
を
も
と
に
「
日
本

で
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
海
外

で
は
当
た
り
前
で
な
い
。
サ
ー
ビ

ス
の
行
き
届
い
て
い
る
日
本
で

は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化

は
難
し
い
。
日
々
お
客
様
と
接

し
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
真
の
お
客
様
の

困
り
ご
と
、
価
値
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
れ
が
こ
の

業
界
の
強
み
だ
」
と

語
っ
た
。 

　
続
い
て
、
来
賓
の

全
日
本
文
具
事
務
用

品
団
体
総
連
合
・
宮

城
邦
弘
会
長
が「『
Ｔ

Ｈ
Ｅ
　
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ

Ｓ
』（
コ
ク
ヨ
が
運

営
す
る
「
働
く
・
暮

ら
す
」
の
実
験
場
）

を
見
学
し
た
お
客
様

が
『
と
ん
が
っ
て
い

る
印
象
だ
ね
。
最
新

の
オ
フ
ィ
ス
だ
と
思

う
が
、
自
社
へ
の
導

入
は
無
理
』
と
話
し

て
い
た
が
、
触
発
さ

れ
た
の
か
、
後
日
に

色
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
コ
ク
ヨ
の
狙
い
は
ま
さ
に
そ

こ
に
あ
り
、『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｕ
Ｓ
』、『
Ａ
Ｃ
Ｗ
活
動
』
が
お

客
様
の
潜
在
ニ
ー
ズ
を
引
き
出

す
」
と
語
り
、
乾
杯
の
発
声
に
替

え
て
全
員
で
「
ｂ
ｅ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｑ

ｕ
ｅ
」（
コ
ク
ヨ
フ
ェ
ア
の
テ
ー

マ
）
の
唱
和
を
行
っ
た
あ
と
懇
親

宴
に
移
っ
た
。 

　
翌
17
日
は
、『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｃ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
』で
開
催
し
て
い
る「
２

０
２
３
コ
ク
ヨ
フ
ェ
ア
」
の
見
学

会
を
行
っ
た
。

　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
（
数
原
滋

彦
社
長
、
東
京
都
）
の
鉛
筆
の
資

源
循
環
シ
ス
テ
ム
「
フ
ォ
レ
ス
ト

サ
ポ
ー
タ
ー
鉛
筆
」
が
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
に
続
い
て
、
２
０
２
２

年
度
の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
一

般
社
団
法
人
日
本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
協
会
主
催
）
の
奨
励
賞
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
）
審
査
委

員
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　「
鉛
筆
の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
」

は
、
木
材
を
主
材
料
と
す
る
鉛
筆

を
使
い
終
わ
っ
た
後
に
回
収
し
、

棒
状
肥
料
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と

し
て
再
利
用
を
す
る
シ
ス
テ
ム
。

同
社
で
は
、「
美
し
い
森
林
づ
く

り
推
進
国
民
運
動
　
フ
ォ
レ
ス

ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を
運
営
し

て
い
る
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構
の
協
力
を
得
て
、
再
生

利
用
し
や
す
い
鉛
筆
と
し
て
国
産

ヒ
ノ
キ
材
か
ら
「
フ
ォ
レ
ス
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
鉛
筆
」
を
開
発
し
、
２

０
２
１
年
11
月
か
ら
品
川
区
郵
便

局
で
、
１
年
間
の
テ
ス
ト
発
売
を

実
施
し
た
。

　「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
は
、

木
の
良
さ
や
価
値
を
デ
ザ
イ
ン
の

力
で
再
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
優
れ
た
建
築
・
空
間
や
製

品
、
活
動
や
仕
組
み
、
研
究
等
を

募
集
・
評
価
し
、
表
彰
す
る
顕
彰

制
度
。

　
受
賞
し
た
「
鉛
筆
の
資
源
循
環

シ
ス
テ
ム
」
は
、「
本
体
の
途
中

ま
で
し
か
芯
が
入
っ
て
い
な
い
た

め
、
書
け
な
く
な
っ
た
時
に
自
然

に
子
ど
も
が
資
源
循
環
や
リ
サ
イ

ク
ル
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
の
文
具
。
国
産
材
利
用

の
意
義
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
味
を
学

ぶ
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

よ
い
」
と
し
て
、
評
価
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
社
の
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
と
使
い
捨
て
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
の
空
ケ
ー
ス
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
ボ
ー
ル
ペ
ン

「
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム 

海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
が
、「
エ
コ
マ
ー

ク
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
」(

日
本

環
境
協
会 

エ
コ
マ
ー
ク
事
務
局

主
催)

の「
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
」

を
受
賞
し
た
。

　「
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
は
、

２
０
２
１
年
度
お
よ
び
２
０
２
２

年
度
に
認
定
さ
れ
た
エ
コ
マ
ー
ク

認
定
商
品
（
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
）

の
中
か
ら
、
特
に
環
境
性
能
や
先

進
性
、
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
な
ど
が
優
れ
た
商
品
を
表
彰

す
る
も
の
。
同
商
品
は
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
問
題
の
解
決
に
向
け
た

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
と
、
社
会
に

訴
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
が

選
考
委
員
会
に
お
い
て
高
く
評
価

さ
れ
、
本
年
度
の
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ

ク
ト
賞
に
輝
い
た
。

　
選
考
理
由
は
、「
安
定
供
給
が

難
し
く
、
劣
化
に
よ
り
品
質
が
劣

る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
困
難
は
想
像
に
難

く
な
く
、
製
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た

事
例
も
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ

る
。
製
品
化
を
可
能
に
し
た
開
発

担
当
者
の
情
熱
と
、
同
社
の
技
術

に
拍
手
を
送
り
た
い
。本
商
品
は
、

製
品
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
10
％
以
上
使
用
し
、
文
具
業
界

で
初
め
て
『
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
再
生
利
用
し
た
製
品
』
認

定
基
準
で
認
定
を
取
得
し
た
だ

け
で
な
く
、『
文
具
・
事
務
用
品
』

認
定
基
準
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
60
％

以
上
の
要
件
に
も
適
合
し
、
両
分

野
で
認
定
を
取
得
し
て
い
る
。
使

用
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
見
据
え
て

軸
部
分
に
金
属
や
ゴ
ム
パ
ー
ツ
を

使
用
し
な
い
と
い
う
、
全
方
位
型

の
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」。

コ ク ヨ

取
扱
高
上
位
店
を
表
彰

販
売
店
と
の
結
束
強
化
図
る

挨
拶
す
る
黒
田
英
邦
社
長

エメラルド、ダイヤモンド各コース取扱高ベスト 10の販売店

三菱鉛筆

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

鉛
筆
の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
で

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
鉛
筆

ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ

ク
ト
賞
を
受
賞

ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク


